




















1 緒言

　1936 年 Cummins が Down 症候群患児の皮膚紋理異常を記載じて以来,各種疾

患における皮膚紋理の研究が急速に進歩し,とくに常染色体異常症や種々の奇

形症候群などにそれぞれ特微的な皮膚紋理パターンが記載されてきた。

　著者らは,皮膚紋理の形成時期と中枢神経系の形成時期がごく接近している

ことに着目し,中枢神経系の先天性異常児に皮膚紋理異常が高頻度にみられる

との予想のもとに,小児に多い精神遅滞,てんかん,脳性麻庫などの中枢神経疾

患患児の手掌紋,指紋を調査し興味ある所見を得たので,ここに報告する。


